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受講のてびき

• 本資料は作成者の解釈が含まれます. 答えのない議論があります 

• 前半：本日のテーマ紹介と座学 

• 後半：テーマを深める談義・質問・考察 

• 気になることをメモをしながら受講してください
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資料の見方

テーマに沿った項目 

（座学で説明します）

左の内容に関連した 
補足キーワード 

(調べ物に役立ててください)
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本日のテーマ

‣ 今後の発展について
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演習の領域
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紀元前 
古代文明

イスラム 
大翻訳時代

欧州 
大翻訳時代

16c 
ルネサンス 科学革命期 近代 

万博期
現代 
情報社会

20c 
工業社会

メディア史

美術思想史

思想・哲学

美のメディア論



BookStackを相互に閲覧する

‣ Bookを閲覧して互いの記事を読み合う 

‣ アーカイブの意味を体感する 

‣ 自分の試行錯誤を見せる 

‣ 他者の試行錯誤を見る 

‣ 思考のつなぎを試みる
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前半総括と今後の予定
‣ 後半はメディアサイクルやメディアモデルを前提に 
個人の活動と社会実装の連携を模索・議論する 

‣ 個人の思考とメディア実装 
‣ 知覚とメディア実装 
‣ 存在とメディア実装 
‣ 文化とメディア実装 
‣ 美とメディア実装
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